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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年7月11日(2013.7.11)

【公開番号】特開2012-38659(P2012-38659A)
【公開日】平成24年2月23日(2012.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-008
【出願番号】特願2010-179669(P2010-179669)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/04    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｊ  20/22    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
絶縁性の基板上に有機層が一対の電極により挟持された積層体が配設される絶縁性の素子
基板と、該素子基板に対向するよう前記素子基板に対して間隙を空けて封止する封止基板
とで気密される気密容器内面に設けられる捕水剤であって、
　有機溶媒を添加した下記化学式（化１）で示される有機金属化合物を乾燥成分とし、粘
性を有する置換材料で前記有機金属化合物中の有機溶媒の少なくとも一部を溶媒置換して
得られることを特徴とする。
【化１】

（式中、Ｒは炭素数１個以上のアルキル基，アルケニル基，アリール基，アルコキシ基，
シクロアルキル基，複素環基, アシル基を含む有機基を示し、Ｍは３価の金属原子を示し
、ｎは重合度を示す１以上の整数である。なお、Ｒはそれぞれ同じ有機基でも異なる有機
基でも良い。）
【請求項２】
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絶縁性の基板上に有機層が一対の電極により挟持された積層体が配設される絶縁性の素子
基板と、該素子基板に対向するよう前記素子基板に対して間隙を空けて封止する封止基板
とで気密される気密容器内面に設けられる捕水剤であって、
　有機溶媒を添加した下記化学式（化２）で示される有機金属化合物を乾燥成分とし、粘
性を有する置換材料で前記有機金属化合物中の有機溶媒の少なくとも一部を溶媒置換して
得られることを特徴とする捕水剤。
【化２】

（式中、Ｒ1 ～Ｒ3 、Ｒ5 は炭素数1 個以上のアルキル基，アルケニル基，アリール基，
アルコキシ基，シクロアルキル基，複素環基, アシル基を含む有機基を示し、Ｍは３価の
金属原子を示す。なお、Ｒ1 ～Ｒ3 、Ｒ5 はそれぞれ同じ有機基でも異なる有機基でも良
い。）
【請求項３】
絶縁性の基板上に有機層が一対の電極により挟持された積層体が配設される絶縁性の素子
基板と、該素子基板に対向するよう前記素子基板に対して間隙を空けて封止する封止基板
とで気密される気密容器内面に設けられる捕水剤であって、
　有機溶媒を添加した下記化学式（化３）で示される有機金属化合物を乾燥成分とし、粘
性を有する置換材料で前記有機金属化合物中の有機溶媒の少なくとも一部を溶媒置換して
得られることを特徴とする捕水剤。

【化３】

（式中、Ｒ1 、Ｒ3 、Ｒ4 は炭素数1 個以上のアルキル基，アルケニル基，アリール基，
アルコキシ基，シクロアルキル基，複素環基, アシル基を含む有機基を示し、Ｍは４価の
金属原子を示す。）
【請求項４】
前記粘性を有する置換材料は、長鎖炭化水素系高分子、シリコーンオイル、液化合成ゴム
の何れかであることを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の補水剤。
【請求項５】



(3) JP 2012-38659 A5 2013.7.11

前記粘性を有する置換材料は、平均分子量３００～３７００の範囲で、且つ含有濃度が５
～７５％の範囲で６０℃に加熱したときに６００Ｐａ・Ｓ以下の粘度が得られる長鎖炭化
水素系高分子であることを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の捕水剤。
【請求項６】
請求項１～５の何れかに記載の捕水剤を、捕水手段として気密容器内に配設したことを特
徴とする有機電子デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【化１】

（式中、Ｒは炭素数１個以上のアルキル基，アルケニル基，アリール基，アルコキシ基，
シクロアルキル基，複素環基, アシル基を含む有機基を示し、Ｍは３価の金属原子を示し
、ｎは重合度を示す１以上の整数である。なお、Ｒはそれぞれ同じ有機基でも異なる有機
基でも良い。）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
【化２】

（式中、Ｒ1 ～Ｒ3 、Ｒ5 は炭素数1 個以上のアルキル基，アルケニル基，アリール基，
アルコキシ基，シクロアルキル基，複素環基, アシル基を含む有機基を示し、Ｍは３価の
金属原子を示す。なお、Ｒ1 ～Ｒ3 、Ｒ5 はそれぞれ同じ有機基でも異なる有機基でも良
い。）
【手続補正４】



(4) JP 2012-38659 A5 2013.7.11

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
【化３】

（式中、Ｒ1 、Ｒ3 、Ｒ4 は炭素数1 個以上のアルキル基，アルケニル基，アリール基，
アルコキシ基，シクロアルキル基，複素環基, アシル基を含む有機基を示し、Ｍは４価の
金属原子を示す。）
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項４記載の補水剤は、請求項１～３の何れかに記載の補水剤において、前記粘性を
有する置換材料は、長鎖炭化水素系高分子、シリコーンオイル、液化合成ゴムの何れかで
あることを特徴とする。
　また、請求項５記載の捕水剤は、請求項１～３の何れかに記載の捕水剤において、前記
粘性を有する置換材料は、平均分子量３００～３７００の範囲で、且つ含有濃度が５～７
５％の範囲で６０℃に加熱したときに６００Ｐａ・Ｓ以下の粘度が得られる長鎖炭化水素
系高分子であることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項６記載の有機電子デバイスは、請求項１～５の何れかに記載の捕水剤を、捕水手
段として気密容器内に配設したことを特徴とする。
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